
編編
集集
後後
記記

▼
長
崎
市
議
会
は
、
５
月
13
日
改
選
後
の

「
初
議
会
（
臨
時
会
）」
で
第
53
代
議
長
に
毎

熊
政
直
議
員
（
明
政
ク
ラ
ブ
）、
第
59
代
副
議

長
に
西
田
実
伸
議
員
（
市
民
ク
ラ
ブ
）、
常

任
・
議
会
運
営
委
員
、
各
種
委
員
等
を
選
出

し
た
。
毎
熊
議
長
よ
り
「
将
来
の
長
崎
市
の

姿
を
決
め
る
重
要
な
時
期
に
あ
る
。
議
会
機

能
の
向
上
・
活
性
化
を
図
り
、
市
に
と
っ
て

何
が
大
事
な
の
か
を
考
え
議
論
を
深
め
る
」、

西
田
副
議
長
よ
り
「
公
平
公
正
な
議
会
運
営

に
努
め
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
」
と
の
決
意
が
示
さ
れ
た
。

▼
三
菱
重
工
長
崎
は
、
第
86
回
都
市
対
抗
野

球
大
会
九
州
地
区
予
選
に
お
い
て
第
２
代
表

決
定
戦
で
勝
利
し
、
６
年
振
り
17
回
目
の
東

京
ド
ー
ム
本
大
会
（
７
月
18
日
か
ら
12
日
間
）

出
場
を
決
め
た
。
東
京
ド
ー
ム
の
試
合
予
定

は
７
月
23
日
、
長
崎
市
代
表
と
し
て
ド
ー
ム

で
の
活
躍
を
期
待
す
る
。
ま
た
、
長
崎
の
夏

の
風
物
詩
〝
ペ
ー
ロ
ン
選
手
権
大
会
〞
地
元

福
田
地
区
か
ら
福
田
中
学
校
、
福
田
Ｂ
Ｅ
Ａ

Ｍ
Ｓ
（
女
性
）、
福
田
東
部
（
一
般
）
の
３
チ

ー
ム
が
出
場
す
る
。
太
鼓
・
ド
ラ
の
音
に
合

わ
せ
、
気
持
ち
を
一
つ
に
練
習
の
成
果
を
十

分
発
揮
し
て
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
ほ
し
い
。

朗
報
を
掲
載
し
た
い
の
だ
が
…
（
執
筆
日
７

月
21
日
）

４
月
〜
７
月

第49回稲佐山つつじまつり
（平成27年４月29日、稲佐山野外ステージ）

市立福田中学校体育大会
（平成27年５月17日、福田中）

第60回保健環境自治連合会総会
（平成27年６月10日、市民会館文化ホール）

福田地区ペーロン大会
（平成27年６月21日、福田ヨットハーバー）

子どもを守るネットワーク
（平成27年７月１日、福田地区）

市子連・育成連親睦スポーツ大会
（平成27年７月４日、長崎県立総合体育館サブアリーナ）

長崎市議会議員

自　　　宅　長崎市大浜町408
 　　　　　　　865-3553
生活相談室　長崎市水の浦町1-1
 　　　　　　　861-1985
http://inoueshigehisa.net/

ご相談は
お気軽に！

平成27年８月　発行責任者　井上　重久　編集責任者　梅本　一由　長崎市水の浦町1-1　TEL095-861-6032

活力あふれる 住みよい長崎！
長崎市議会議員
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No.7

「
産
業
革
命
遺
産
」

世
界
文
化
遺
産
に
決
定
！

本
格
的
な
猛
暑
日
が
続
く
な
か
、
各
地
域

に
お
い
て
は
ペ
ー
ロ
ン
・
夏
祭
り
、
被
爆

（
戦
後
）
70
年
の
祈
り
と
平
和
を
考
え
る
集
会

及
び
精
霊
流
し
の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
に
て
ご

活
躍
の
事
と
存
じ
ま
す
。

国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）

世
界
遺
産
委
員
会
は
、
政
府
推
薦
の
「
明
治

日
本
の
産
業
革
命
遺
産
　
製
鉄
、
製
鋼
、
造

船
、
石
炭
産
業
」（
本
県
な
ど
８
県
の
23
施
設
）

に
つ
い
て
、
ユ
ネ
ス
コ
の
諮
問
機
関
の
国
際

記
念
物
遺
跡
会
議
（
イ
コ
モ
ス
）
の
勧
告
通

り
、
世
界
文
化
遺
産
の
登
録
を
決
め
た
。
構

成
資
産
に
は
、
軍
艦
島
の
名
で
知
ら
れ
る

「
端
島
炭
坑
」、
三
菱
長
崎
造
船
所
の
「
小
菅

修
船
場
跡
」「
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
・
カ
ン
チ
レ
バ

ー
ク
レ
ー
ン
」
な
ど
長
崎
市
の
８
施
設
が
含

ま
れ
て
お
り
、
本
県
初
の
世
界
遺
産
が
誕
生

し
ま
し
た
。
世
界
文
化
遺
産
は
国
内
15
件
目

で
、
自
然
遺
産
を
含
め
た
世
界
遺
産
全
体
で

19
件
目
と
な
り
、
後
世
に
保
存
す
べ
き
顕
著

な
普
遍
的
価
値
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

観
光
振
興
「
長
崎
の
宝
」
！

「
産
業
革
命
遺
産
」
は
、
２
０
０
９
年
（
平

成
21
年
）「
九
州
・
山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産

群
」
を
国
内
候
補
の
暫
定
リ
ス
ト
に
掲
載
し

名
称
を
変
更
し
た
上
で
、
西
洋
で
始
ま
っ
た

産
業
革
命
が
非
西
洋
国
家
へ
の
伝
播
に
初
め

て
成
功
し
、
日
本
の
重
工
業
が
幕
末
か
ら
明

治
期
に
か
け
て
急
速
に
発
展
し
た
意
義
が
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

世
界
遺
産
登
録
が
本
県
観
光
振
興
に
果
た

す
役
割
は
大
き
い
が
、
期
待
通
り
の
成
果
を

得
る
に
は
観
光
客
の
受
入
態
勢
の
整
備
、
見

せ
る
工
夫
、
財
源
確
保
、
施
設
の
保
存
対
策
、

施
設
の
歴
史
や
意
義
を
理
解
し
て
も
ら
う
啓

蒙
活
動
、
お
も
て
な
し
運
動
な
ど
多
く
の
課

題
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
世
界
遺

産
決
定
は
「
長
崎
の
宝
、
世
界
の
宝
」
と
な

り
、
市
民
に
と
っ
て
は
大
き
な
名
誉
と
誇
り

で
あ
る
が
、
重
要
な
事
は
次
世
代
に
ど
う
繋

い
で
行
く
の
か
、
地
域
活
性
化
に
ど
う
結
び

付
け
て
行
く
の
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

後
と
も
、
皆
様
方
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
熱
中
症
に

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

長
崎
市
議
会
議
員
　
井
上
い
の
う
え

重
久
し
げ
ひ
さ

世界文化遺産に登録された
写真上：端島炭鉱、1875年から本
格的な採掘が始まり、1916年日本
最初の鉄筋コンクリート造りの集合
住宅が建設された。島の形が戦艦
「土佐」に似ていたことから「軍艦
島」と呼ばれている。
写真下：三菱重工長崎造船所ジャイ
アント・カンチレバークレーン、
1909年から100年以上も稼働して
いる日本初の電動クレーン。スコッ
トランド製で高さ62ｍ、アームの
長さ75ｍ、150トンの吊り上げ能
力を持つ。

◆
特
殊
地
下
壕
安
全
対
策
費
　
防
空
壕
安
全
対
策
費
…
３
０
０
万
円

田
手
原
町
に
お
い
て
、
特
殊
地
下
壕
（
防
空
壕
）
の
埋
戻
し

及
び
防
災
処
理
を
行
い
、
里
道
及
び
民
家
に
対
す
る
被
害
を
防

止
す
る
も
の
。

◆
市
営
住
宅
管
理
費
　
指
定
管
理
費
…
…
…
１，
８
１
１
万
７
千
円

市
営
住
宅
に
お
け
る
平
成
26
年
度
の
退
去
数
が
見
込
み
を
大

き
く
上
回
っ
た
こ
と
及
び
、
住
戸
の
明
け
渡
し
時
に
実
施
す
る

退
去
修
繕
の
実
施
が
遅
延
し
て
い
た
こ
と
に
伴
い
、
入
居
者
募

集
時
に
指
定
管
理
費
に
お
い
て
実
施
す
る
空
家
修
繕
に
要
す
る

経
費
に
つ
い
て
、
不
足
が
生
じ
る
た
め
補
正
す
る
も
の
。

◆
道
路
災
害
復
旧
費
　
現
年
度
災
害
分
…
…
…
…
５，
０
０
０
万
円

市
道
さ
く
ら
の
里
１
号
線
の
地
す
べ
り
災
害
に
係
る
復
旧
工

事
を
実
施
す
る
こ
と
に
伴
い
、
今
後
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

緊
急
に
対
応
す
る
た
め
の
予
算
を
増
額
補
正
す
る
も
の
。

建
設
水
道
委
員
会
報
告（
要
旨
）６
月
30
日
〜
７
月
２
日

議会の役職など
g建設水道委員会委員
g世界遺産・観光客受入対策特別委員会委員
g長崎県後期高齢者医療広域連合議会議員
g長崎市都市交通審議会委員

初議会（臨時会）での議長・副議長選挙の模様



補正予算総額5億3,518万1千円、一般会計予算は修正可決！補正予算総額5億3,518万1千円、一般会計予算は修正可決！補正予算総額5億3,518万1千円、一般会計予算は修正可決！

補正総額30億4,479万7千円、34議案を可決・同意！補正総額30億4,479万7千円、34議案を可決・同意！

平成27年第３回定例会(６月議会)開催！

た
電
力
を
各
施
設
の
消
費
電
力
と

し
て
活
用
す
る
。

・
設
置
場
所
　
三
和
公
民
館

福
田
中
学
校

◆
観
光
施
設
整
備
事
業
費

観
光
施
設
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
設
備

整
備
…
…
…
…
５，
０
０
０
万
円

夜
景
観
光
の
人
気
定
着
を
図
る

た
め
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
稲

佐
山
電
波
塔
に
、
新
た
に
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
設
備
を
整
備
す
る
。

◆
旧
出
島
橋
調
査
費…

１，
６
８
０
万
円

出
島
表
門
橋
架
橋
予
定
地
の
遺

構
確
認
現
場
か
ら
検
出
さ
れ
た
旧

出
島
橋
の
部
材
（
約
１
５
０
石
）

に
つ
い
て
、
出
島
史
跡
内
に
移
設

し
、
保
存
管
理
及
び
調
査
研
究
を

行
う
。

◆
耐
震
化
推
進
事
業
費

旧
三
菱
第
２
ド
ッ
ク
ハ
ウ
ス

…
２，
１
４
０
万
円

現
在
施
工
中
の
グ
ラ
バ
ー
園
旧

三
菱
第
２
ド
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
耐
震

改
修
等
工
事
に
お
い
て
、
建
物
の

シ
ロ
ア
リ
被
害
等
に
よ
り
、
工
事

内
容
を
追
加
す
る
も
の
。

・
総
事
業
費
　
７，
６
４
０
万
円

・
事
業
期
間
　
平
成
26
年
度

〜
平
成
27
年
度

◆
一
般
管
理
費
事
務
費

（
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
経
費
）

…
６，
４
５
９
万
２
千
円

が
ん
ば
ら
ん
ば
長
崎
市
応
援
寄

附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
に
お
け

る
寄
附
金
の
増
を
図
る
た
め
、
寄

附
金
に
応
じ
た
魅
力
あ
る
返
礼
品

の
充
実
・
拡
大
な
ど
を
行
う
。

◆
文
化
施
設
整
備
事
業
費

ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル…

２，
４
８
０
万
円

長
崎
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
利
便
性

の
向
上
を
図
る
た
め
、
身
障
者
用

補
正
予
算
の
主
な
内
容

ト
イ
レ
に
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
設

備
等
を
設
置
す
る
ほ
か
、
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
に
大
型
電
子
案
内
板
を
設

置
す
る
こ
と
な
ど
に
要
す
る
経
費
。

◆
世
界
遺
産
登
録
推
進
費

世
界
遺
産
観
光
客
受
入
費

…
１，
４
４
９
万
４
千
円

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産

九
州
・
山
口
と
関
連
地
域
」
の
構

成
資
産
に
お
い
て
、
世
界
遺
産
登

録
を
見
据
え
、
観
光
客
の
増
加
に

対
応
し
た
受
入
態
勢
の
充
実
を
図

る
も
の
。

・
旧
木
型
場（
長
崎
造
船
所
史
料
館
）

三
菱
重
工
業
㈱
が
実
施
す
る

受
入
態
勢
の
充
実
に
係
る
経
費

の
一
部
に
つ
い
て
助
成
す
る
。

・
小
菅
修
船
場
跡
、
高
島
炭
坑
北

渓
井
坑
跡

旧木型場（長崎造船所史料館）

太陽光発電を導入する長崎市立福田中学校

賛成討論を行う（平成27年6月19日、本会議場）

平
成
27
年
第
３
回
長
崎
市
議
会
定
例
会
は
、
６
月
19
日
に
開
会
し
７

月
８
日
ま
で
の
20
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
議
会
の
最
終
日
、
田
上
市
長
よ
り
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産

（
本
県
な
ど
８
県
の
23
施
設
）
が
世
界
遺
産
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
多
く

の
関
係
者
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
長
崎
の
誇
り
で
あ
り
責
任
を
負
う
こ

と
に
な
る
。
世
界
遺
産
決
定
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
ス
タ
ー
ト
と
し
て
価

値
が
理
解
で
き
る
よ
う
発
信
し
た
い
」
と
の
行
政
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

６
月
定
例
会
の
補
正
予
算
は
、
一
般
会
計
予
算
の
う
ち
民
間
保
育
所
の

児
童
福
祉
施
設
整
備
事
業
費
補
助
金
３，
２
９
９
万
４
千
円
が
減
額
さ
れ

６
億
６，
８
４
５
万
２
千
円
、
特
別
会
計
予
算
▲
１
億
３，
３
２
７
万
１
千

円
の
総
額
５
億
３，
５
１
８
万
１
千
円
に
修
正
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
改
正
で
は
、「
長
崎
市
特
定
個
人
情
報
保
護
条
例
」、「
長
崎
市
福

祉
医
療
費
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」等
は
可
決
さ
れ
、
市
立

仁
田
小
、
佐
古
小
の
新
設
統
合
後
の
校
名
案「
仁
田
佐
古
小
」の「
長
崎

市
立
小
学
校
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」に
つ
い
て
は
、
再
度
地
元

で
協
議
す
る
こ
と
と
し
、
一
部
修
正
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
人
事
案
件
で

は
三
藤
副
市
長
の
選
任
、
教
育
委
員
会
の
馬
場
教
育
長
の
任
命
に
同
意

し
ま
し
た
。

ま
た
、「
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
守
る
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
の
堅
持
を
求
め
る
意
見
書
」「
認
知
症
へ
の
取
り
組
み
の
充
実

強
化
に
関
す
る
意
見
書
」、「
被
爆
70
周
年
の
決
議
に
つ
い
て
」
採
択
し

ま
し
た
。
議
員
派
遣
は
８
件
の
派
遣
を
決
定
し
、
地
方
創
生
対
策
特
別

委
員
会
、
世
界
遺
産
・
観
光
客
受
入
対
策
特
別
委
員
会
、
長
崎
駅
周
辺

再
整
備
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

土
・
日
・
祝
日
を
中
心
に
、

案
内
対
応
を
行
う
。

◆
高
齢
者
安
心
火
災
警
報
器
給
付
費

…
１，
８
０
０
万
円

心
身
機
能
の
低
下
に
よ
り
防
火

等
の
配
慮
が
必
要
な
高
齢
者
等
の

う
ち
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

世
帯
に
つ
い
て
、
ブ
ザ
ー
に
よ
り

火
災
発
生
を
屋
外
へ
発
信
す
る
た

め
の
警
報
器
を
設
置
す
る
も
の
。

◆
子
ど
も
医
療
対
策
費

…
７
２
７
万
７
千
円

現
在
、
小
学
校
就
学
前
の
乳
幼

児
を
対
象
と
し
て
実
施
し
て
い
る

保
険
診
療
に
係
る
医
療
費
の
一
部

助
成
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
４
月

受
診
分
か
ら
対
象
を
小
学
校
卒
業

ま
で
拡
大
し
た
い
が
、
こ
れ
に
伴

う
制
度
の
周
知
及
び
申
請
受
付
等

に
要
す
る
準
備
の
た
め
の
経
費
。

◆
児
童
福
祉
施
設
整
備
事
業
費
補

助
金
　
民
間
保
育
所

…
２
億
３，
０
０
３
万
７
千
円

待
機
児
童
の
解
消
と
入
所
児
童

の
保
育
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
、

民
間
保
育
所
の
定
員
増
を
伴
う
増

改
築
等
の
施
設
整
備
に
助
成
す
る
。

【
合
計
で
30
人
の
定
員
増
】

み
は
ら
保
育
園

（
増
改
築
　
60
人→

70
人
）

城
山
保
育
園

（
増
改
築
　
60
人→

80
人
）

・
補
助
率
　
３
／
４

◆
防
災
拠
点
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
等
設
備
導
入
促
進
事
業
費

太
陽
光
発
電
設
備
等
整
備

…
７，
４
２
６
万
６
千
円

一
般
財
団
法
人
環
境
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
情
報
機
構
か
ら
の
補
助
金

（
補
助
率
10
／
10
）
を
活
用
し
、
地

域
の
防
災
拠
点
と
な
る
施
設
に
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
太
陽

光
発
電
設
備
及
び
蓄
電
池
を
導
入

し
、
災
害
等
に
よ
っ
て
電
力
会
社

か
ら
の
電
力
供
給
が
遮
断
さ
れ
た

際
に
、
当
該
施
設
に
お
い
て
必
要

と
さ
れ
る
最
低
限
の
電
力
を
確
保

す
る
。
ま
た
、
通
常
時
は
発
電
し

「
世
界
遺
産
・
観
光
客
受
入
対
策
特
別
委
員
会
」
は
、

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
及
び
「
長
崎
の
教
会
群
と

キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
」
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
契
機

と
し
、
既
存
の
観
光
客
受
入
と
地
域
活
性
化
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
。
今
後
、
全
般
的
な
観
光
客

受
入
の
現
状
・
課
題
に
つ
い
て
調
査
す
る
と
と
も
に
、
円

滑
な
観
光
客
受
入
の
諸
方
策
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

ま
た
、
現
状
の
観
光
客
受
入
対
策
の
状
況
・
課
題
に
つ

い
て
の
資
料
提
出
を
求
め
、
構
成
資
産
の
現
地
視
察
を
行

う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
特
別
委
員
会
の
開
催
は
、
原

則
と
し
て
毎
月
１
回
と
し
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
弾
力
的

に
対
応
す
る
こ
と
も
申
し
合
わ
せ
た
。

世界遺産・観光客受入対策特別委員会を設置！

旧グラバー住宅：国内に現存する最古の木造洋風建築で国の重要文化財。
グラバーの住宅兼事務所として1863年に建設された。

請
願
第
１
号

安
全
保
障
法
制
に
関
す
る
法
案
の

撤
回
を
求
め
る
意
見
書
に
関
す
る

請
願
に
つ
い
て

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
可
能

と
す
る
「
安
全
保
障
法
制
に
関
す

る
法
案
」
に
つ
い
て
、
市
民
ク
ラ

ブ
を
代
表
し
て
私
よ
り
「
自
衛
隊

を
地
球
の
裏
側
ま
で
派
遣
で
き
る

よ
う
に
す
る
法
改
正
で
あ
り
、
国

民
へ
の
説
明
は
全
く
不
足
し
て
お

り
国
会
で
徹
底
的
に
議
論
す
る
必

要
が
あ
る
」、「
憲
法
の
平
和
主
義

を
貫
き
な
が
ら
専
守
防
衛
に
徹
し
、

我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
の

変
化
に
現
実
的
に
対
応
し
て
、
国

民
の
生
命
・
財
産
・
領
土
・
領
海

を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

撤
回
を
求
め
る
賛
成
討
論
を
行
っ

た
。
結
果
は
、
賛
成
14
、
反
対
25

の
反
対
多
数
で
不
採
択
と
な
っ
た
。


